
『
蘇
る
大
地
』
と
し
て
底
原

ダ
ム
が
特
集
さ
れ
る
こ
と
は
、

ダ
ム
仲
間
の
活
気
を
高
め
、

石
垣
島
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

と
記
念
す
べ
き
底
原
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
る
グ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
と
な
ろ
う
。

　

底
原
ダ
ム
の
建
設
中
の
時

に
は
、
前
田
建
設
の
現
場
作

業
所
も
石
垣
島
ハ
ー
リ
ー
に
、

毎
年
チ
ー
ム
で
参
加
し
た
。

底
原
会
の
前
夜
祭
と
な
る
懇

親
会
は
、
な
ん
と
作
業
所
で

働
い
て
い
た
職
員
が
経
営
す

る
沖
縄
料
理
の
店
で
開
催
さ

れ
た
。
聞
く
と
、
ダ
ム
現
場

で
働
い
た
前
田
建
設
の
技
術

職
員
が
、
石
垣
島
を
大
い
に

気
に
入
り
、
当
時
、
前
田
建

設
を
辞
め
、
東
京
で
「
そ
ば

修
行
」
を
し
て
、
石
垣
市
役

所
で
、
日
本
そ
ば
店
を
、
奥

さ
ん
と
経
営
し
て
い
る
と
い

う
。
当
時
は
、
米
谷
所
長
と

し
て
は
、
複
雑
な
気
持
ち
で

あ
っ
た
が
、
開
店
を
現
場
職

員
と
共
に
応
援
し
た
と
言
う
。

も
ち
ろ
ん
、
翌
日
の
昼
食
は
、
元
職
員
が
打
っ
た
そ
ば
を

食
べ
て
、
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
昼
食
後
に
は
、

元
職
員
が
経
営
す
る
お
土
産
品
店
へ
向
か
い
、
商
店
街
を

歩
く
と
、
至
る
と
こ
ろ
か
ら
、
親
し
み
の
あ
る
声
が
ダ
ム

仲
間
に
か
か
る
。
底
原
会
は
ダ
ム
仲
間
の
会
を
越
え
て
、

今
流
に
言
う
と
、
石
垣
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
た
。

　

懇
親
会
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
リ
ー
に
、
私
も
、

底
原
会
の
仲
間
も
大
会
の
来
賓
席
に
陣
取
り
、
石
垣
島
の

役
員
や
来
賓
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
し
た
。
か
つ
て
前

田
建
設
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
た
会
員
は
、「
最
後
ま
で

漕
ぎ
続
け
る
体
力
の
し
ん
ど
さ
は
、
経
験
し
た
者
に
し
か

分
か
ら
な
い
」
と
言
う
。
自
ら
も
サ
バ
ニ
を
負
け
る
も
の

か
と
一
生
懸
命
に
漕
い
だ
過
去
の
経
験
を
思
い
出
し
て
か
、

身
を
乗
り
出
し
て
大
声
で
応
援
す
る
。
私
た
ち
底
原
ダ
ム

の
仲
間
の
応
援
に
も
力
が
入
り
、
大
健
闘
と
言
え
る
成
果

を
あ
げ
た
。

　

底
原
ダ
ム
建
設
は
、
そ
こ
で
働
く
職
員
が
、
日
本
の
最

南
端
で
あ
る
石
垣
島
に
家
族
と
と
も
に
生
活
し
て
密
着
し
、

祭
り
や
行
事
な
ど
の
伝
統
や
文
化
に
馴
染
み
、
地
元
の
人

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
そ
し
て
、
今
、
底
原
ダ
ム
の
水
が
、
大
地
を
潤
し
、

干
ば
つ
で
苦
労
し
た
石
垣
島
の
人
た
ち
に
と
っ
て
「
ま
さ

し
く
蘇
る
大
地
の
宝
物
」
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

毎
年
、
ダ
ム
仲
間
が
集
ま
り
、
石
垣
島
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
続
い
て
い
る
と
思
う
。

　

ハ
ー
リ
ー
終
了
後
、
底
原
ダ
ム
を
訪
れ
る
と
、
最
初
の

底原会の記念写真：平成12年6月

海
神
祭
に
底
原
ダ
ム
仲
間
が
集
合

　

石
垣
島
ハ
ー
リ
ー
（
海
神
祭
）
で
梅
雨
が
明
け
、
石
垣

島
は
夏
本
番
に
な
る
。
ハ
ー
リ
ー
は
旧
暦
の
五
月
四
日
に

開
催
さ
れ
、
サ
バ
ニ
（
舟
）
を
漕
い
で
順
位
を
争
い
、
豊

漁
を
感
謝
し
、
船
の
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
、
石
垣
島
最

大
の
海
の
祭
り
で
、
漁
民
だ
け
で
な
く
多
く
の
住
民
が
参

加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

そ
の
ハ
ー
リ
ー
に
合
わ
せ
て
、
底
原
ダ
ム
建
設
に
携

わ
っ
た
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
（
以
下
、
前
田
建
設
と

い
う
。）
の
職
員
や
奥
さ
ん
達
が
、
日
本
の
各
地
か
ら
集

ま
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
石
垣
島
出
身
で
、
ダ
ム
建
設

現
場
で
働
い
た
職
員
や
協
力
会
社
の
人
達
も
参
加
す
る
。

昨
年
の
『
底
原
会
』（
前
田
建
設
の
職
員
で
構
成
）
に
は
、

当
時
の
底
原
ダ
ム
建
設
作
業
所
長
の
米
谷
敏
さ

ん
（
底
原
会
会
長
）
に
誘
わ
れ
、
私
も
参
加
し
た
。

総
勢
約
三
〇
名
が
集
ま
っ
た
。
底
原
ダ
ム
が
完
工

し
て
以
来
、
毎
年
、
続
い
て
い
る
と
い
う
。
一
〇

年
間
の
ダ
ム
建
設
で
苦
労
も
楽
し
み
も
共
に
し

た
仲
間
が
、
石
垣
島
ハ
ー
リ
ー
を
盛
り
上
げ
る
と

と
も
に
、
か
つ
て
住
み
慣
れ
た
故
郷
と
も
言
え
る

石
垣
島
の
開
放
さ
れ
た
雰
囲
気
と
自
然
を
満
喫

し
て
い
た
。

　

今
年
は
、
底
原
ダ
ム
建
設
工
事
乗
り
入
れ
三
五

年
、
ダ
ム
完
成
二
五
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
、
ダ

ム
仲
間
に
よ
る
盛
大
な
底
原
会
が
六
月
十
七
日

に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。（
一
社
）
土
地
改

良
建
設
協
会
の
会
誌
「
土
地
改
良
」
新
年
号
に
、

沖
縄
県
八
重
山
諸
島
の

石
垣
島 

底
原
ダ
ム
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『
蘇
る
大
地
』
と
し
て
底
原

ダ
ム
が
特
集
さ
れ
る
こ
と
は
、

ダ
ム
仲
間
の
活
気
を
高
め
、

石
垣
島
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

と
記
念
す
べ
き
底
原
会
を
大

い
に
盛
り
上
げ
る
グ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
と
な
ろ
う
。

　

底
原
ダ
ム
の
建
設
中
の
時

に
は
、
前
田
建
設
の
現
場
作

業
所
も
石
垣
島
ハ
ー
リ
ー
に
、

毎
年
チ
ー
ム
で
参
加
し
た
。

底
原
会
の
前
夜
祭
と
な
る
懇

親
会
は
、
な
ん
と
作
業
所
で

働
い
て
い
た
職
員
が
経
営
す

る
沖
縄
料
理
の
店
で
開
催
さ

れ
た
。
聞
く
と
、
ダ
ム
現
場

で
働
い
た
前
田
建
設
の
技
術

職
員
が
、
石
垣
島
を
大
い
に

気
に
入
り
、
当
時
、
前
田
建

設
を
辞
め
、
東
京
で
「
そ
ば

修
行
」
を
し
て
、
石
垣
市
役

所
で
、
日
本
そ
ば
店
を
、
奥

さ
ん
と
経
営
し
て
い
る
と
い

う
。
当
時
は
、
米
谷
所
長
と

し
て
は
、
複
雑
な
気
持
ち
で

あ
っ
た
が
、
開
店
を
現
場
職

員
と
共
に
応
援
し
た
と
言
う
。

も
ち
ろ
ん
、
翌
日
の
昼
食
は
、
元
職
員
が
打
っ
た
そ
ば
を

食
べ
て
、
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
昼
食
後
に
は
、

元
職
員
が
経
営
す
る
お
土
産
品
店
へ
向
か
い
、
商
店
街
を

歩
く
と
、
至
る
と
こ
ろ
か
ら
、
親
し
み
の
あ
る
声
が
ダ
ム

仲
間
に
か
か
る
。
底
原
会
は
ダ
ム
仲
間
の
会
を
越
え
て
、

今
流
に
言
う
と
、
石
垣
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
た
。

　

懇
親
会
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
リ
ー
に
、
私
も
、

底
原
会
の
仲
間
も
大
会
の
来
賓
席
に
陣
取
り
、
石
垣
島
の

役
員
や
来
賓
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
し
た
。
か
つ
て
前

田
建
設
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
た
会
員
は
、「
最
後
ま
で

漕
ぎ
続
け
る
体
力
の
し
ん
ど
さ
は
、
経
験
し
た
者
に
し
か

分
か
ら
な
い
」
と
言
う
。
自
ら
も
サ
バ
ニ
を
負
け
る
も
の

か
と
一
生
懸
命
に
漕
い
だ
過
去
の
経
験
を
思
い
出
し
て
か
、

身
を
乗
り
出
し
て
大
声
で
応
援
す
る
。
私
た
ち
底
原
ダ
ム

の
仲
間
の
応
援
に
も
力
が
入
り
、
大
健
闘
と
言
え
る
成
果

を
あ
げ
た
。

　

底
原
ダ
ム
建
設
は
、
そ
こ
で
働
く
職
員
が
、
日
本
の
最

南
端
で
あ
る
石
垣
島
に
家
族
と
と
も
に
生
活
し
て
密
着
し
、

祭
り
や
行
事
な
ど
の
伝
統
や
文
化
に
馴
染
み
、
地
元
の
人

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
そ
し
て
、
今
、
底
原
ダ
ム
の
水
が
、
大
地
を
潤
し
、

干
ば
つ
で
苦
労
し
た
石
垣
島
の
人
た
ち
に
と
っ
て
「
ま
さ

し
く
蘇
る
大
地
の
宝
物
」
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

毎
年
、
ダ
ム
仲
間
が
集
ま
り
、
石
垣
島
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
続
い
て
い
る
と
思
う
。

　

ハ
ー
リ
ー
終
了
後
、
底
原
ダ
ム
を
訪
れ
る
と
、
最
初
の

底原会の記念写真：平成12年6月

海
神
祭
に
底
原
ダ
ム
仲
間
が
集
合

　

石
垣
島
ハ
ー
リ
ー
（
海
神
祭
）
で
梅
雨
が
明
け
、
石
垣

島
は
夏
本
番
に
な
る
。
ハ
ー
リ
ー
は
旧
暦
の
五
月
四
日
に

開
催
さ
れ
、
サ
バ
ニ
（
舟
）
を
漕
い
で
順
位
を
争
い
、
豊

漁
を
感
謝
し
、
船
の
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
、
石
垣
島
最

大
の
海
の
祭
り
で
、
漁
民
だ
け
で
な
く
多
く
の
住
民
が
参

加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

そ
の
ハ
ー
リ
ー
に
合
わ
せ
て
、
底
原
ダ
ム
建
設
に
携

わ
っ
た
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
（
以
下
、
前
田
建
設
と

い
う
。）
の
職
員
や
奥
さ
ん
達
が
、
日
本
の
各
地
か
ら
集

ま
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
石
垣
島
出
身
で
、
ダ
ム
建
設

現
場
で
働
い
た
職
員
や
協
力
会
社
の
人
達
も
参
加
す
る
。

昨
年
の
『
底
原
会
』（
前
田
建
設
の
職
員
で
構
成
）
に
は
、

当
時
の
底
原
ダ
ム
建
設
作
業
所
長
の
米
谷
敏
さ

ん
（
底
原
会
会
長
）
に
誘
わ
れ
、
私
も
参
加
し
た
。

総
勢
約
三
〇
名
が
集
ま
っ
た
。
底
原
ダ
ム
が
完
工

し
て
以
来
、
毎
年
、
続
い
て
い
る
と
い
う
。
一
〇

年
間
の
ダ
ム
建
設
で
苦
労
も
楽
し
み
も
共
に
し

た
仲
間
が
、
石
垣
島
ハ
ー
リ
ー
を
盛
り
上
げ
る
と

と
も
に
、
か
つ
て
住
み
慣
れ
た
故
郷
と
も
言
え
る

石
垣
島
の
開
放
さ
れ
た
雰
囲
気
と
自
然
を
満
喫

し
て
い
た
。

　

今
年
は
、
底
原
ダ
ム
建
設
工
事
乗
り
入
れ
三
五

年
、
ダ
ム
完
成
二
五
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
、
ダ

ム
仲
間
に
よ
る
盛
大
な
底
原
会
が
六
月
十
七
日

に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。（
一
社
）
土
地
改

良
建
設
協
会
の
会
誌
「
土
地
改
良
」
新
年
号
に
、

沖
縄
県
八
重
山
諸
島
の

石
垣
島 

底
原
ダ
ム
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軟
弱
地
盤
施
工
が
最
大
課
題
の

底
原
ダ
ム

　

底
原
ダ
ム
の
サ
イ
ト
は
、石
垣
市
街
か
ら
北
東
約
一
一
㎞

に
位
置
す
る
宮
良
川
支
流
底
原
川
の
上
流
地
点
で
あ
り
、

北
側
は
、
沖
縄
県
最
高
峰
の
於
茂
登
岳
（
五
二
六
m
）
を

始
め
と
す
る
険
し
い
山
脈
と
、
こ
れ
に
つ
づ
く
山
麓
丘
陵

に
囲
ま
れ
て
い
る
一
方
、
南
側
で
は
海
岸
ま
で
海
岸
段
丘

が
広
が
り
、
平
坦
な
台
地
状
の
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
ダ
ム
サ
イ
ト
付
近
で
の
河
谷
の
幅
は
極
め
て

広
く
、
形
状
係
数
（
堤
頂
長
/
堤
高
）
が
約
五
〇
と
大
き

な
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

本
ダ
ム
の
両
岸
地
山
の
地
盤
高
は
、
E
L
五
〇
・
〇
〇

程
度
で
あ
り
、
堤
敷
か
ら
の
比
高
差
は
約
三
〇
m
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
ダ
ム
の
形
状
係
数
（
堤
頂
長
/
堤
高
）
は

極
め
て
大
き
な
値
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
形
状
係
数
が

大
き
い
場
合
、
ダ
ム
軸
を
出
来
る
限
り
下
流
に
下
げ
て
貯

水
量
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
貯
水
位
を
下
げ
て
堤
体

積
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
得
策
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
検
討
の
結
果
、
堤
頂
標
高
を
E
L
四
五
・
〇
〇
程
度
と

し
、
堤
頂
長
が
一
、三
三
一
m
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
と

な
っ
た
。

　

底
原
ダ
ム
の
ダ
ム
軸
の
地
質
は
、
基
盤
岩
が
基
礎
深
部

に
位
置
し
、
中
央
部
に
マ
ウ
ン
ド
状
の
鞍
部
を
形
成
し
て

い
る
。
そ
の
両
側
の
基
盤
は
侵
食
谷
と
な
っ
て
お
り
、
深

さ
は
七
〇
〜
九
〇
m
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
谷
を
覆

う
洪
積
層
の
堆
積
環
境
は
、
三
回
に
わ
た
る
海
進
･
海
退

が
繰
り
返
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
砂
礫
層
を
主
体
と
す
る

ナ
グ
ラ
層
と
シ
ル
ト
〜
粘
土
層
を
主
体
と
す
る
ブ
ネ
ラ
層

が
交
互
に
堆
積
し
て
い
る
。
表
層
の
段
丘
部
に
は
崖
錐
が

一
〜
二
m
程
度
堆
積
し
て
お
り
、
ま
た
堤
敷
河
床
部
の
低

湿
地
帯
に
は
、
比
較
的
腐
食
の
進
ん
で
い
な
い
繊
維
質
の

ピ
ー
ト
が
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
層
厚
は
三
m
未
満
と

な
っ
て
い
る
。
本
ダ
ム
の
基
礎
は
、
第
四
紀
の
洪
積
層
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
洪
積
層
の
上
位
部
二
〇
〜

二
五
m
程
度
ま
で
は
、
N
値
が
一
〇
〜
二
五
程
度
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
軟
弱
地
盤
に
お
け
る
施
工
が
最
大
の
課
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
底
原
ダ
ム
の
工
事
が
始
ま
り
、
基

礎
処
理
の
た
め
不
良
土
で
あ
る
約
一
〇
〇
万
㎥
の
表
土
を

堤体断面図

底原ダムの計画諸元

完 　 成 平成元年度

ダ ム 形 式 ゾーン型ロックフィルダム

堤 高 29.5m

堤 長 1,331m

満 水 面 積 1.38㎢（東京ドーム30個分の広さ）

有効貯水量 1,285万㎥

施 工 者 前田建設工業・清水建設・西里建設

印
象
と
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
は
『
と
て
つ
も
な
く
長
い
』

一
、三
三
一
m
の
堤
体
で
あ
る
。
当
時
は
、
飛
行
機
か
ら

見
て
、
ダ
ム
建
設
の
堤
体
工
事
の
現
場
を
、
飛
行
場
の
滑

走
路
の
工
事
と
間
違
え
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
と
言

う
。

　

そ
の
長
く
続
く
堤
体
の
入
口
の
欄
干
に
は
、
沖
縄
の
伝

統
で
あ
る「
災
い
を
も
た
ら
す
悪
霊
を
追
い
払
う
魔
除
け
」

と
し
て
の
『
シ
ー
サ
ー
』
の
二
体
が
据
え
ら
れ
、
ダ
ム
の

安
全
を
守
っ
て
い
る
。
私
は
、
石
垣
空
港
か
ら
の
帰
り
の

離
陸
の
と
き
に
見
え
た
、「
水
を
満
々
と
し
た
底
原
ダ
ム

の
青
く
浮
か
び
上
が
る
湖
（
東
京
ド
ー
ム
三
〇
個
分
の
広

さ
に
相
当
）
が
、石
垣
島
の
豊
か
な
大
地
に
広
が
る
光
景
」

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
と
い
う
か
感
動
し
た
。
底
原
ダ
ム

が
創
出
す
る
満
杯
の
水
は
、
石
垣
島
農
業
の
豊
か
な
未
来

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
ま
さ
か
、
過
去
に
、
干
ば
つ
の

大
被
害
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

大
干
ば
つ
と
台
風
が
常
襲
の

石
垣
島
の
農
業

　

石
垣
島
は
、
沖
縄
県
八
重
山
諸
島
の
政
治
・
経
済
・
教

育
・
交
通
な
ど
の
中
心
地
で
、
東
京
よ
り
一
、九
五
七
㎞
、

沖
縄
県
都
那
覇
市
よ
り
四
一
一
㎞
に
位
置
し
、
亜
熱
帯
海

洋
性
気
候
に
属
し
、
県
内
で
も
有
数
な
農
業
地
帯
と
も

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
間
降
水
量
が
二
、〇
〇
〇
㎜

を
上
回
る
も
の
の
降
雨
の
ほ
と
ん
ど
が
梅
雨
期
と
台
風
期

に
集
中
し
、
加
え
て
流
域
が
小
さ
く
河
川
も
短
い
こ
と
か

ら
、
降
雨
の
大
部
分
は
未
利
用
の
ま
ま
海
へ
流
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
毎
年
の
ご
と
く
干
ば
つ
の
被
害
を
受
け
て
い

た
。
特
に
、
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
三
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
連
続
一
九
一
日
も
雨
が
降
ら
な
い
と

い
う
と
い
う
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
地
域
農
業
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

地
元
で
は
、
ダ
ム
の
築
造
、
用
排
水
路
の
整
備
等
恒
久

的
な
農
業
用
水
対
策
が
強
く
切
望
さ
れ
、
同
年
七
月
に
農

林
省
農
地
局
計
画
部
技
術
課
長
を
団
長
と
す
る
石
垣
島
農

業
開
発
調
査
団
が
来
島
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宮
良
川
、

名
蔵
川
流
域
か
ん
が
い
計
画
の
大
要
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
七
年
の
沖
縄
本
土
復
帰
と
と
も
に
、
沖
縄
開
発

庁
沖
縄
総
合
事
務
局
石
垣
島
農
業
開
発
調
査
事
務
所
が
設

立
さ
れ
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
本
格
的
調
査

が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
年
事
業
計
画
の
概
要
公
告
が

成
さ
れ
、
宮
良
川
農
業
水
利
事
業
所
が
発
足
し
、
昭
和

五
十
二
年
に
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
十
七
年
十
月
に
は
石
垣
農
業
水
利
事
業
所
に
改
称
さ
れ

た
。

　

本
地
区
は
、
石
垣
島
中
央
部
以
南
に
広
が
る
約

三
、七
二
〇
ha
の
耕
地
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
耕

地
の
大
部
分
は
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
発
達
し
た
畑
で
、

一
部
の
水
田
を
除
い
て
か
ん
が
い
施
設
は
皆
無
に
近
い
状

況
で
あ
っ
た
。
大
部
分
の
農
用
地
の
用
水
は
天
水
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
毎
年
の
ご
と
く
、
干
ば
つ
の
被
害
を
受

け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
恒
久
的
な
水
資
源
対
策
が
必
要

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
本
事
業
で
は
、
宮
良
川
上
流
に
底

原
ダ
ム
と
真
栄
里
ダ
ム
及
び
二
ケ
所
の
堰
を
新
設
し
、
さ

ら
に
琉
球
政
府
が
建
設
し
た
既
設
の
石
垣
ダ
ム
を
改
修
し

て
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
確
保
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
関
連
事
業
で
区
画
整
理
、
末
端
用
水
路
の
整
備
等

の
農
業
基
盤
整
備
事
業
を
行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
と
近

代
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
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軟
弱
地
盤
施
工
が
最
大
課
題
の

底
原
ダ
ム

　

底
原
ダ
ム
の
サ
イ
ト
は
、石
垣
市
街
か
ら
北
東
約
一
一
㎞

に
位
置
す
る
宮
良
川
支
流
底
原
川
の
上
流
地
点
で
あ
り
、

北
側
は
、
沖
縄
県
最
高
峰
の
於
茂
登
岳
（
五
二
六
m
）
を

始
め
と
す
る
険
し
い
山
脈
と
、
こ
れ
に
つ
づ
く
山
麓
丘
陵

に
囲
ま
れ
て
い
る
一
方
、
南
側
で
は
海
岸
ま
で
海
岸
段
丘

が
広
が
り
、
平
坦
な
台
地
状
の
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
ダ
ム
サ
イ
ト
付
近
で
の
河
谷
の
幅
は
極
め
て

広
く
、
形
状
係
数
（
堤
頂
長
/
堤
高
）
が
約
五
〇
と
大
き

な
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

本
ダ
ム
の
両
岸
地
山
の
地
盤
高
は
、
E
L
五
〇
・
〇
〇

程
度
で
あ
り
、
堤
敷
か
ら
の
比
高
差
は
約
三
〇
m
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
ダ
ム
の
形
状
係
数
（
堤
頂
長
/
堤
高
）
は

極
め
て
大
き
な
値
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
形
状
係
数
が

大
き
い
場
合
、
ダ
ム
軸
を
出
来
る
限
り
下
流
に
下
げ
て
貯

水
量
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
貯
水
位
を
下
げ
て
堤
体

積
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
得
策
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
検
討
の
結
果
、
堤
頂
標
高
を
E
L
四
五
・
〇
〇
程
度
と

し
、
堤
頂
長
が
一
、三
三
一
m
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
と

な
っ
た
。

　

底
原
ダ
ム
の
ダ
ム
軸
の
地
質
は
、
基
盤
岩
が
基
礎
深
部

に
位
置
し
、
中
央
部
に
マ
ウ
ン
ド
状
の
鞍
部
を
形
成
し
て

い
る
。
そ
の
両
側
の
基
盤
は
侵
食
谷
と
な
っ
て
お
り
、
深

さ
は
七
〇
〜
九
〇
m
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
谷
を
覆

う
洪
積
層
の
堆
積
環
境
は
、
三
回
に
わ
た
る
海
進
･
海
退

が
繰
り
返
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
砂
礫
層
を
主
体
と
す
る

ナ
グ
ラ
層
と
シ
ル
ト
〜
粘
土
層
を
主
体
と
す
る
ブ
ネ
ラ
層

が
交
互
に
堆
積
し
て
い
る
。
表
層
の
段
丘
部
に
は
崖
錐
が

一
〜
二
m
程
度
堆
積
し
て
お
り
、
ま
た
堤
敷
河
床
部
の
低

湿
地
帯
に
は
、
比
較
的
腐
食
の
進
ん
で
い
な
い
繊
維
質
の

ピ
ー
ト
が
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
層
厚
は
三
m
未
満
と

な
っ
て
い
る
。
本
ダ
ム
の
基
礎
は
、
第
四
紀
の
洪
積
層
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
洪
積
層
の
上
位
部
二
〇
〜

二
五
m
程
度
ま
で
は
、
N
値
が
一
〇
〜
二
五
程
度
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
軟
弱
地
盤
に
お
け
る
施
工
が
最
大
の
課
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
底
原
ダ
ム
の
工
事
が
始
ま
り
、
基

礎
処
理
の
た
め
不
良
土
で
あ
る
約
一
〇
〇
万
㎥
の
表
土
を

堤体断面図

底原ダムの計画諸元

完 　 成 平成元年度

ダ ム 形 式 ゾーン型ロックフィルダム

堤 高 29.5m

堤 長 1,331m

満 水 面 積 1.38㎢（東京ドーム30個分の広さ）

有効貯水量 1,285万㎥

施 工 者 前田建設工業・清水建設・西里建設

印
象
と
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
は
『
と
て
つ
も
な
く
長
い
』

一
、三
三
一
m
の
堤
体
で
あ
る
。
当
時
は
、
飛
行
機
か
ら

見
て
、
ダ
ム
建
設
の
堤
体
工
事
の
現
場
を
、
飛
行
場
の
滑

走
路
の
工
事
と
間
違
え
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
と
言

う
。

　

そ
の
長
く
続
く
堤
体
の
入
口
の
欄
干
に
は
、
沖
縄
の
伝

統
で
あ
る「
災
い
を
も
た
ら
す
悪
霊
を
追
い
払
う
魔
除
け
」

と
し
て
の
『
シ
ー
サ
ー
』
の
二
体
が
据
え
ら
れ
、
ダ
ム
の

安
全
を
守
っ
て
い
る
。
私
は
、
石
垣
空
港
か
ら
の
帰
り
の

離
陸
の
と
き
に
見
え
た
、「
水
を
満
々
と
し
た
底
原
ダ
ム

の
青
く
浮
か
び
上
が
る
湖
（
東
京
ド
ー
ム
三
〇
個
分
の
広

さ
に
相
当
）
が
、石
垣
島
の
豊
か
な
大
地
に
広
が
る
光
景
」

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
と
い
う
か
感
動
し
た
。
底
原
ダ
ム

が
創
出
す
る
満
杯
の
水
は
、
石
垣
島
農
業
の
豊
か
な
未
来

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
ま
さ
か
、
過
去
に
、
干
ば
つ
の

大
被
害
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

大
干
ば
つ
と
台
風
が
常
襲
の

石
垣
島
の
農
業

　

石
垣
島
は
、
沖
縄
県
八
重
山
諸
島
の
政
治
・
経
済
・
教

育
・
交
通
な
ど
の
中
心
地
で
、
東
京
よ
り
一
、九
五
七
㎞
、

沖
縄
県
都
那
覇
市
よ
り
四
一
一
㎞
に
位
置
し
、
亜
熱
帯
海

洋
性
気
候
に
属
し
、
県
内
で
も
有
数
な
農
業
地
帯
と
も

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
間
降
水
量
が
二
、〇
〇
〇
㎜

を
上
回
る
も
の
の
降
雨
の
ほ
と
ん
ど
が
梅
雨
期
と
台
風
期

に
集
中
し
、
加
え
て
流
域
が
小
さ
く
河
川
も
短
い
こ
と
か

ら
、
降
雨
の
大
部
分
は
未
利
用
の
ま
ま
海
へ
流
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
毎
年
の
ご
と
く
干
ば
つ
の
被
害
を
受
け
て
い

た
。
特
に
、
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
三
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
連
続
一
九
一
日
も
雨
が
降
ら
な
い
と

い
う
と
い
う
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
地
域
農
業
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

地
元
で
は
、
ダ
ム
の
築
造
、
用
排
水
路
の
整
備
等
恒
久

的
な
農
業
用
水
対
策
が
強
く
切
望
さ
れ
、
同
年
七
月
に
農

林
省
農
地
局
計
画
部
技
術
課
長
を
団
長
と
す
る
石
垣
島
農

業
開
発
調
査
団
が
来
島
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宮
良
川
、

名
蔵
川
流
域
か
ん
が
い
計
画
の
大
要
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
七
年
の
沖
縄
本
土
復
帰
と
と
も
に
、
沖
縄
開
発

庁
沖
縄
総
合
事
務
局
石
垣
島
農
業
開
発
調
査
事
務
所
が
設

立
さ
れ
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
本
格
的
調
査

が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
年
事
業
計
画
の
概
要
公
告
が

成
さ
れ
、
宮
良
川
農
業
水
利
事
業
所
が
発
足
し
、
昭
和

五
十
二
年
に
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
十
七
年
十
月
に
は
石
垣
農
業
水
利
事
業
所
に
改
称
さ
れ

た
。

　

本
地
区
は
、
石
垣
島
中
央
部
以
南
に
広
が
る
約

三
、七
二
〇
ha
の
耕
地
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
耕

地
の
大
部
分
は
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
発
達
し
た
畑
で
、

一
部
の
水
田
を
除
い
て
か
ん
が
い
施
設
は
皆
無
に
近
い
状

況
で
あ
っ
た
。
大
部
分
の
農
用
地
の
用
水
は
天
水
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
毎
年
の
ご
と
く
、
干
ば
つ
の
被
害
を
受

け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
恒
久
的
な
水
資
源
対
策
が
必
要

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
本
事
業
で
は
、
宮
良
川
上
流
に
底

原
ダ
ム
と
真
栄
里
ダ
ム
及
び
二
ケ
所
の
堰
を
新
設
し
、
さ

ら
に
琉
球
政
府
が
建
設
し
た
既
設
の
石
垣
ダ
ム
を
改
修
し

て
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
確
保
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
関
連
事
業
で
区
画
整
理
、
末
端
用
水
路
の
整
備
等

の
農
業
基
盤
整
備
事
業
を
行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
と
近

代
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

海神祭　石垣島ハーリー

58 土地改良　300号　2018.1●



高
く
、
観
光
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
未
来
へ

の
多
様
な
農
業
と
石
垣
島
の
飛
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

私
が
石
垣
島
に
建
設
さ
れ
る
底
原
ダ
ム
に
東
北
の
盛
岡
よ
り
赴

任
し
た
の
は
、
今
を
去
る
こ
と
三
五
年
前
の
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
年
）
一
月
末
の
真
冬
の
こ
と
で
し
た
。
一
気
に

二
、七
〇
〇
㎞
南
西
へ
移
動
し
た
訳
で
す
。
時
差
は
一
時
間
強
、

温
度
差
は
二
五
℃
近
く
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
北
国
、
雪
国
で
の

生
活
が
長
か
っ
た
の
で
毛
穴
が
閉
ま
っ
て
い
た
せ
い
で
異
常
な
暑

さ
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
現
場
の
事
務
所
で
は
ス
ト
ー

ブ
で
暖
を
取
っ
て
お
り
職
員
は
防
寒
着
を
着
て
現
場
へ
出
て
お
り

非
常
に
驚
い
た
も
の
で
す
。

　

当
ダ
ム
は
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
堤
高
は
二
九
m
と
低
い
も
の

の
堤
頂
長
が
一
、三
三
一
m
の
農
業
用
ダ
ム
と
し
て
、
日
本
一
長

い
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
地
盤
は
第
四
紀
洪
積
層
の
礫

混
り
粘
土
で
、
強
度
等
の
関
係
で
ダ
ム
の
形
状
を
極
力
平
た
く
し

て
荷
重
を
分
担
さ
せ
た
た
め
に
、
堤
体
基
礎
幅
が
広
く
堤
敷
面
積

が
二
四
万
㎡
と
一
般
の
ダ
ム
の
五
〜
六
倍
も
あ
り
ま
し
た
。
収
縮

ク
ラ
ッ
ク
が
数
時
間
で
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
基
礎
な
の
で
、
こ

ま
め
に
仕
上
げ
掘
削
を
し
て
養
生
シ
ー
ト
を
張
り
そ
の
日
の
内
に

コ
ン
タ
ク
ト
コ
ア
を
盛
立
て
る
と
い
う
作
業
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

地
盤
検
査
の
対
応
に
も
苦
慮
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
亜
熱
帯
地
方
特
有
の
気
候
（
高
温
多
湿
で
降
雨
量
も

二
、一
〇
〇
㎜
／
年
）
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
北
国
と
違
っ
て

雪
こ
そ
降
り
ま
せ
ん
が
十
一
月
末
か
ら
翌
年
の
三
月
末
ま
で
は
雨

期
の
た
め
土
工
事
（
特
に
盛
立
工
事
）
の
施
工
は
休
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
仮
設
備
の
建
物
等
も
台
風
の
影
響
を
考
え
て

全
て
平
屋
作
り
と
し
、
屋
根
押
さ
え
の
ロ
ー
プ
を
張
り
、
窓
や
出

入
口
に
は
暴
風
雨
対
策
と
し
て
雨
戸
を
取
付
け
た
構
造
と
し
ま
し

た
。
全
く
雪
国
の
仮
設
備
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
囲
が
海

に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
雨
に
も
結
構
塩
分
が
含
ま
れ
て
お
り
そ

の
影
響
で
塩
害
の
被
害
も
多
か
っ
た
で
す
。
重
機
や
一
般
車
両
の

錆
が
ひ
ど
く
耐
用
年
数
も
非
常
に
短
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
の
鋼
製
型
枠
も
錆
が
付
き
易
く
、
ま
た
暑
い
時
期
に

は
熱
く
て
手
作
業
で
の
取
り
扱
い
が
出
来
づ
ら
い
の
で
、
全
て
木

製
の
型
枠
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

事
務
所
や
宿
舎
の
全
て
の
部
屋
に
は
冷
房
用
の
空
調
設
備
を
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
湿
度
が
高
い
た
め
衣
類
に
も
直
ぐ
に
カ
ビ
が

は
え
る
状
態
で
し
た
。
冷
房
用
よ
り
も
除
湿
用
と
し
て
使
用
す
る

方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
台
風
が
去
っ
た
後
に
は
木
々
の
葉
が

塩
害
で
黄
褐
色
に
変
色
し
て
、
秋
の
紅
葉
の
終
わ
り
の
頃
の
感
じ

が
し
た
も
の
で
す
。

　

仕
事
の
苦
労
は
と
も
か
く
と
し
ま
し
て
、
こ
の
島
は
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
の
海
に
囲
ま
れ
、
年
中
真
赤
な
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
や
デ

イ
ゴ
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
美
し
い
珊
瑚
の
島
で
す
。
ス
キ
ュ

バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
釣
り
等
の
海
の
自
然
に
も
親
し
む
こ
と
が
出

来
た
現
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
現
場
に
お
き
ま
し
て
は
、
工
事
期
間
中
の
一
七
〇
万

時
間
に
も
及
ぶ
全
工
期
無
災
害
で
労
働
大
臣
賞
の
栄
に
浴
し
、
優

良
工
事
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
、
そ
し
て
火
薬
の
取
扱
い
に

つ
き
ま
し
て
は
全
国
火
薬
類
保
安
協
会
か
ら
の
優
秀
賞
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
発
注
者
は
も
と
よ
り
、
J
V
職
員
、
下
請
会

社
、
地
元
の
皆
様
の
協
力
の
お
陰
で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
間
関
係
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
教

わ
っ
た
現
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

竣
工
後
二
五
年
に
な
り
ま
す
が
本
当
に
忘
れ
難
い
現
場
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
で
も
毎
年
海
人
祭
（
ハ
ー
リ
ー
の
時
期
）
に
有

志
を
募
っ
て
底
原
会
を
石
垣
島
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
六
月

十
七
日
㈰
の
予
定
で
今
か
ら
皆
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

水に恵まれた石垣農業

　

南
の
島（
石
垣
島
）で
の

ダ
ム
建
設
の
思
い
出

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社

（
底
原
ダ
ム
建
設
の
所
長
（
当
時
））

 

米
谷

　敏

掘
削
・
搬
出
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

底
原
ダ
ム
基
礎
の
洪
積
層
は
、
実
施
さ
れ
た
圧
密
試
験

の
結
果
、
過
圧
密
状
態
に
あ
り
、
先
行
圧
密
荷
重
は
約

二
五
m
の
土
柱
高
に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ダ
ム
堤

高
は
二
九
・
五
m
で
あ
り
、
新
規
荷
重
増
分
は
わ
ず
か
と

な
り
、
築
堤
に
よ
る
基
礎
地
盤
の
圧
密
促
進
は
ほ
と
ん
ど

期
待
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ダ
ム
で

は
軟
弱
地
盤
へ
の
対
応
と
し
て
「
押
え
盛
土
工
法
」
が
採

用
さ
れ
、
幅
広
い
コ
ア
を
持
っ
た
堤
体
断
面
を
計
画
し
て

施
工
さ
れ
た
。
こ
の
一
般
の
ダ
ム
の
五
〜
六
倍
あ
る
底
敷

面
積
や
、
特
に
石
垣
島
の
気
象
か
ら
く
る
施
工
上
の
苦
労

は
、
米
谷
所
長
の
建
設
の
思
い
出
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

国
営
石
垣
島
農
業
水
利
事
業
に
よ
る

未
来
へ
の
息
吹

　

国
営
宮
良
川
土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ
た
底
原
ダ
ム

は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
沖
縄
総
合
事
務
局
と
沖
縄

県
の
間
で
締
結
さ
れ
た
管
理
委
託
協
定
に
基
づ
い
て
管
理

さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
七
年
の
本
土
復
帰
以
降
、
石
垣
島
で
は
宮
良

川
地
区
の
ほ
か
、
国
営
名
蔵
川
地
区
、
県
営
大
浦
川
地
区

に
お
い
て
、
ダ
ム
等
の
基
幹
水
利
施
設
の
整
備
と
合
わ
せ

て
、
ほ
場
整
備
等
の
関
連
整
備
が
進
め
ら
れ
、
島
内
の
多

く
の
農
地
で
農
業
用
水
の
安
定
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
亜
熱
帯
気
候
の
特
性
を
活
か
し
た
多
様
な
農
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
整
備
前
と
比
較
す
る
と
、
主
要
作

物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
量
は

一
・
五
倍
に
、
牧
草
地
へ
の
散
水
に

よ
る
自
給
飼
料
の
確
保
に
よ
り
肉
用

牛
の
生
産
額
は
四
倍
に
増
加
し
て
い

る
。

　

現
在
、
ダ
ム
等
の
農
業
水
利
施
設

の
整
備
か
ら
三
〇
年
の
年
月
が
経
過

し
て
お
り
、
用
水
路
か
ら
の
漏
水
等

施
設
の
性
能
低
下
が
生
じ
る
な
ど
維

持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

水
源
が
未
整
備
の
北
部
・
西
部
の
地

域
に
お
け
る
新
た
な
整
備
が
必
要
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
新
規
受
益
地

を
編
入
し
、
底
原
ダ
ム
等
の
既
存
水

源
の
ダ
ム
間
送
水
に
よ
る
再
編
整
備

を
行
い
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

整
備
も
行
う
国
営
石
垣
島
農
業
水
利

事
業
が
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

新
石
垣
空
港
が
開
港
し
て
羽
田
空

港
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
も
直
行
便

で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
石
垣
島
は
、

加
え
て
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
な

ど
、
観
光
客
が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
マ
ン
ゴ
ー
等

の
熱
帯
果
樹
や
石
垣
牛
等
の
人
気
が

　

底
原
ダ
ム
、
完
成
前
後
の
思
い
出

石
垣
農
業
水
利
事
業
所　

元
所
長 

豊
島

　弘
三

　

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
八
重
山
宮
古
総

合
農
業
開
発
調
査
事
務
所
と
石
垣
農
業
水

利
事
業
所
に
所
長
と
し
て
赴
任
し
た
。
本

省
技
術
課
時
代
に
関
係
し
た
先
島
諸
島
の

各
調
査
地
区
は
事
業
段
階
と
な
り
、
石
垣

島
の
宮
良
川
地
区
で
は
完
成
し
た
二
ダ
ム

で
用
水
利
用
が
始
ま
り
、
残
る
底
原
ダ
ム

で
工
事
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

時
幅
広
の
長
大
な
滑
走
路
に
見
え
た
堤
敷

も
、
翌
年
の
五
月
に
は
高
さ
三
〇
m
の
堤

体
へ
と
変
貌
し
、
い
よ
い
よ
事
業
完
工
の

時
期
が
迫
っ
た
。

　

完
工
に
向
け
て
の
最
大
の
課
題
は
計
画

変
更
で
、
い
か
に
早
く
計
画
書
の
審
査
を

軌
道
に
乗
せ
、
い
か
に
早
く
農
家
の
同
意

を
取
得
す
る
か
に
あ
っ
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
、
国
営
事
業
は
負
担
率
が
内
地
の
約

十
分
の
一
、
補
助
事
業
も
高
率
補
助
と

な
っ
て
い
る
た
め
反
当
り
負
担
額
は
多
く

な
い
が
、
数
ha
、
多
い
人
で
一
〇
数
ha
の

所
有
と
な
る
た
め
、
電
気
代
を
含
め
た
農

家
の
年
間
の
負
担
額
は
か
な
り
多
く
な
る
。

こ
の
た
め
国
営
事
業
の
同
意
取
得
に
当

た
っ
て
は
、
補
助
事
業
も
含
め
た
負
担
額

の
軽
減
措
置
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

同
時
に
計
画
変
更
に
着
手
し
た
名
蔵
川
地

区
で
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
、
両
土
地
改

良
区
の
理
事
長
で
あ
る
石
垣
市
長
に
お
会

い
し
、
両
地
区
の
状
況
や
交
付
税
措
置
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、
市
と
し

て
の
助
成
方
針
を
表
明
し
て
頂
き
、
同
意

取
得
開
始
の
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

底
原
ダ
ム
の
貯
水
敷
に
あ
る
台
湾
人
名

義
の
未
買
収
地
も
課
題
で
あ
っ
た
。
台
湾

の
役
所
に
照
会
す
る
と
、
名
義
人
は
帰
国

後
死
亡
し
て
お
り
、
当
方
か
ら
の
連
絡
に

よ
っ
て
土
地
の
存
在
を
知
っ
た
相
続
人
か

ら
は
法
外
な
金
額
の
要
求
が
出
さ
れ
、
手

紙
や
電
話
に
よ
る
交
渉
は
難
航
し
た
。
強

制
収
用
の
た
め
に
も
対
面
で
の
交
渉
は
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
琉
球
華
僑
総
会
八
重

山
分
会
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
契
約
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
始
し
た
湛
水
試
験
で
は
思
う
よ
う
に

水
位
が
上
昇
せ
ず
、
気
が
か
り
の
中
で
の

転
勤
と
な
っ
た
。
平
成
四
年
六
月
、
奈
良

の
地
に
事
業
所
か
ら
満
水
の
新
聞
記
事
と

写
真
が
届
き
、
石
垣
島
勤
務
を
経
験
し
た

四
人
の
職
員
と
底
原
ダ
ム
の
完
成
を
喜
び

合
っ
た
。
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高
く
、
観
光
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
未
来
へ

の
多
様
な
農
業
と
石
垣
島
の
飛
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

私
が
石
垣
島
に
建
設
さ
れ
る
底
原
ダ
ム
に
東
北
の
盛
岡
よ
り
赴

任
し
た
の
は
、
今
を
去
る
こ
と
三
五
年
前
の
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
年
）
一
月
末
の
真
冬
の
こ
と
で
し
た
。
一
気
に

二
、七
〇
〇
㎞
南
西
へ
移
動
し
た
訳
で
す
。
時
差
は
一
時
間
強
、

温
度
差
は
二
五
℃
近
く
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
北
国
、
雪
国
で
の

生
活
が
長
か
っ
た
の
で
毛
穴
が
閉
ま
っ
て
い
た
せ
い
で
異
常
な
暑

さ
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
現
場
の
事
務
所
で
は
ス
ト
ー

ブ
で
暖
を
取
っ
て
お
り
職
員
は
防
寒
着
を
着
て
現
場
へ
出
て
お
り

非
常
に
驚
い
た
も
の
で
す
。

　

当
ダ
ム
は
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
堤
高
は
二
九
m
と
低
い
も
の

の
堤
頂
長
が
一
、三
三
一
m
の
農
業
用
ダ
ム
と
し
て
、
日
本
一
長

い
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
地
盤
は
第
四
紀
洪
積
層
の
礫

混
り
粘
土
で
、
強
度
等
の
関
係
で
ダ
ム
の
形
状
を
極
力
平
た
く
し

て
荷
重
を
分
担
さ
せ
た
た
め
に
、
堤
体
基
礎
幅
が
広
く
堤
敷
面
積

が
二
四
万
㎡
と
一
般
の
ダ
ム
の
五
〜
六
倍
も
あ
り
ま
し
た
。
収
縮

ク
ラ
ッ
ク
が
数
時
間
で
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
基
礎
な
の
で
、
こ

ま
め
に
仕
上
げ
掘
削
を
し
て
養
生
シ
ー
ト
を
張
り
そ
の
日
の
内
に

コ
ン
タ
ク
ト
コ
ア
を
盛
立
て
る
と
い
う
作
業
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

地
盤
検
査
の
対
応
に
も
苦
慮
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
亜
熱
帯
地
方
特
有
の
気
候
（
高
温
多
湿
で
降
雨
量
も

二
、一
〇
〇
㎜
／
年
）
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
北
国
と
違
っ
て

雪
こ
そ
降
り
ま
せ
ん
が
十
一
月
末
か
ら
翌
年
の
三
月
末
ま
で
は
雨

期
の
た
め
土
工
事
（
特
に
盛
立
工
事
）
の
施
工
は
休
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
仮
設
備
の
建
物
等
も
台
風
の
影
響
を
考
え
て

全
て
平
屋
作
り
と
し
、
屋
根
押
さ
え
の
ロ
ー
プ
を
張
り
、
窓
や
出

入
口
に
は
暴
風
雨
対
策
と
し
て
雨
戸
を
取
付
け
た
構
造
と
し
ま
し

た
。
全
く
雪
国
の
仮
設
備
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
囲
が
海

に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、
雨
に
も
結
構
塩
分
が
含
ま
れ
て
お
り
そ

の
影
響
で
塩
害
の
被
害
も
多
か
っ
た
で
す
。
重
機
や
一
般
車
両
の

錆
が
ひ
ど
く
耐
用
年
数
も
非
常
に
短
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
の
鋼
製
型
枠
も
錆
が
付
き
易
く
、
ま
た
暑
い
時
期
に

は
熱
く
て
手
作
業
で
の
取
り
扱
い
が
出
来
づ
ら
い
の
で
、
全
て
木

製
の
型
枠
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

事
務
所
や
宿
舎
の
全
て
の
部
屋
に
は
冷
房
用
の
空
調
設
備
を
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
湿
度
が
高
い
た
め
衣
類
に
も
直
ぐ
に
カ
ビ
が

は
え
る
状
態
で
し
た
。
冷
房
用
よ
り
も
除
湿
用
と
し
て
使
用
す
る

方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
台
風
が
去
っ
た
後
に
は
木
々
の
葉
が

塩
害
で
黄
褐
色
に
変
色
し
て
、
秋
の
紅
葉
の
終
わ
り
の
頃
の
感
じ

が
し
た
も
の
で
す
。

　

仕
事
の
苦
労
は
と
も
か
く
と
し
ま
し
て
、
こ
の
島
は
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
の
海
に
囲
ま
れ
、
年
中
真
赤
な
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
や
デ

イ
ゴ
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
美
し
い
珊
瑚
の
島
で
す
。
ス
キ
ュ

バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
釣
り
等
の
海
の
自
然
に
も
親
し
む
こ
と
が
出

来
た
現
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
現
場
に
お
き
ま
し
て
は
、
工
事
期
間
中
の
一
七
〇
万

時
間
に
も
及
ぶ
全
工
期
無
災
害
で
労
働
大
臣
賞
の
栄
に
浴
し
、
優

良
工
事
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
、
そ
し
て
火
薬
の
取
扱
い
に

つ
き
ま
し
て
は
全
国
火
薬
類
保
安
協
会
か
ら
の
優
秀
賞
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
発
注
者
は
も
と
よ
り
、
J
V
職
員
、
下
請
会

社
、
地
元
の
皆
様
の
協
力
の
お
陰
で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
間
関
係
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
教

わ
っ
た
現
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

竣
工
後
二
五
年
に
な
り
ま
す
が
本
当
に
忘
れ
難
い
現
場
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
で
も
毎
年
海
人
祭
（
ハ
ー
リ
ー
の
時
期
）
に
有

志
を
募
っ
て
底
原
会
を
石
垣
島
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
六
月

十
七
日
㈰
の
予
定
で
今
か
ら
皆
に
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

水に恵まれた石垣農業

　

南
の
島（
石
垣
島
）で
の

ダ
ム
建
設
の
思
い
出

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社

（
底
原
ダ
ム
建
設
の
所
長
（
当
時
））

 

米
谷

　敏

掘
削
・
搬
出
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

底
原
ダ
ム
基
礎
の
洪
積
層
は
、
実
施
さ
れ
た
圧
密
試
験

の
結
果
、
過
圧
密
状
態
に
あ
り
、
先
行
圧
密
荷
重
は
約

二
五
m
の
土
柱
高
に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ダ
ム
堤

高
は
二
九
・
五
m
で
あ
り
、
新
規
荷
重
増
分
は
わ
ず
か
と

な
り
、
築
堤
に
よ
る
基
礎
地
盤
の
圧
密
促
進
は
ほ
と
ん
ど

期
待
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ダ
ム
で

は
軟
弱
地
盤
へ
の
対
応
と
し
て
「
押
え
盛
土
工
法
」
が
採

用
さ
れ
、
幅
広
い
コ
ア
を
持
っ
た
堤
体
断
面
を
計
画
し
て

施
工
さ
れ
た
。
こ
の
一
般
の
ダ
ム
の
五
〜
六
倍
あ
る
底
敷

面
積
や
、
特
に
石
垣
島
の
気
象
か
ら
く
る
施
工
上
の
苦
労

は
、
米
谷
所
長
の
建
設
の
思
い
出
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

国
営
石
垣
島
農
業
水
利
事
業
に
よ
る

未
来
へ
の
息
吹

　

国
営
宮
良
川
土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ
た
底
原
ダ
ム

は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
沖
縄
総
合
事
務
局
と
沖
縄

県
の
間
で
締
結
さ
れ
た
管
理
委
託
協
定
に
基
づ
い
て
管
理

さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
七
年
の
本
土
復
帰
以
降
、
石
垣
島
で
は
宮
良

川
地
区
の
ほ
か
、
国
営
名
蔵
川
地
区
、
県
営
大
浦
川
地
区

に
お
い
て
、
ダ
ム
等
の
基
幹
水
利
施
設
の
整
備
と
合
わ
せ

て
、
ほ
場
整
備
等
の
関
連
整
備
が
進
め
ら
れ
、
島
内
の
多

く
の
農
地
で
農
業
用
水
の
安
定
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
亜
熱
帯
気
候
の
特
性
を
活
か
し
た
多
様
な
農
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
整
備
前
と
比
較
す
る
と
、
主
要
作

物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
量
は

一
・
五
倍
に
、
牧
草
地
へ
の
散
水
に

よ
る
自
給
飼
料
の
確
保
に
よ
り
肉
用

牛
の
生
産
額
は
四
倍
に
増
加
し
て
い

る
。

　

現
在
、
ダ
ム
等
の
農
業
水
利
施
設

の
整
備
か
ら
三
〇
年
の
年
月
が
経
過

し
て
お
り
、
用
水
路
か
ら
の
漏
水
等

施
設
の
性
能
低
下
が
生
じ
る
な
ど
維

持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

水
源
が
未
整
備
の
北
部
・
西
部
の
地

域
に
お
け
る
新
た
な
整
備
が
必
要
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
新
規
受
益
地

を
編
入
し
、
底
原
ダ
ム
等
の
既
存
水

源
の
ダ
ム
間
送
水
に
よ
る
再
編
整
備

を
行
い
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

整
備
も
行
う
国
営
石
垣
島
農
業
水
利

事
業
が
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

新
石
垣
空
港
が
開
港
し
て
羽
田
空

港
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
も
直
行
便

で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
石
垣
島
は
、

加
え
て
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
な

ど
、
観
光
客
が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
マ
ン
ゴ
ー
等

の
熱
帯
果
樹
や
石
垣
牛
等
の
人
気
が

　

底
原
ダ
ム
、
完
成
前
後
の
思
い
出

石
垣
農
業
水
利
事
業
所　

元
所
長 

豊
島

　弘
三

　

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
八
重
山
宮
古
総

合
農
業
開
発
調
査
事
務
所
と
石
垣
農
業
水

利
事
業
所
に
所
長
と
し
て
赴
任
し
た
。
本

省
技
術
課
時
代
に
関
係
し
た
先
島
諸
島
の

各
調
査
地
区
は
事
業
段
階
と
な
り
、
石
垣

島
の
宮
良
川
地
区
で
は
完
成
し
た
二
ダ
ム

で
用
水
利
用
が
始
ま
り
、
残
る
底
原
ダ
ム

で
工
事
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

時
幅
広
の
長
大
な
滑
走
路
に
見
え
た
堤
敷

も
、
翌
年
の
五
月
に
は
高
さ
三
〇
m
の
堤

体
へ
と
変
貌
し
、
い
よ
い
よ
事
業
完
工
の

時
期
が
迫
っ
た
。

　

完
工
に
向
け
て
の
最
大
の
課
題
は
計
画

変
更
で
、
い
か
に
早
く
計
画
書
の
審
査
を

軌
道
に
乗
せ
、
い
か
に
早
く
農
家
の
同
意

を
取
得
す
る
か
に
あ
っ
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
、
国
営
事
業
は
負
担
率
が
内
地
の
約

十
分
の
一
、
補
助
事
業
も
高
率
補
助
と

な
っ
て
い
る
た
め
反
当
り
負
担
額
は
多
く

な
い
が
、
数
ha
、
多
い
人
で
一
〇
数
ha
の

所
有
と
な
る
た
め
、
電
気
代
を
含
め
た
農

家
の
年
間
の
負
担
額
は
か
な
り
多
く
な
る
。

こ
の
た
め
国
営
事
業
の
同
意
取
得
に
当

た
っ
て
は
、
補
助
事
業
も
含
め
た
負
担
額

の
軽
減
措
置
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

同
時
に
計
画
変
更
に
着
手
し
た
名
蔵
川
地

区
で
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
、
両
土
地
改

良
区
の
理
事
長
で
あ
る
石
垣
市
長
に
お
会

い
し
、
両
地
区
の
状
況
や
交
付
税
措
置
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、
市
と
し

て
の
助
成
方
針
を
表
明
し
て
頂
き
、
同
意

取
得
開
始
の
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

底
原
ダ
ム
の
貯
水
敷
に
あ
る
台
湾
人
名

義
の
未
買
収
地
も
課
題
で
あ
っ
た
。
台
湾

の
役
所
に
照
会
す
る
と
、
名
義
人
は
帰
国

後
死
亡
し
て
お
り
、
当
方
か
ら
の
連
絡
に

よ
っ
て
土
地
の
存
在
を
知
っ
た
相
続
人
か

ら
は
法
外
な
金
額
の
要
求
が
出
さ
れ
、
手

紙
や
電
話
に
よ
る
交
渉
は
難
航
し
た
。
強

制
収
用
の
た
め
に
も
対
面
で
の
交
渉
は
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
琉
球
華
僑
総
会
八
重

山
分
会
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
契
約
に

こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

開
始
し
た
湛
水
試
験
で
は
思
う
よ
う
に

水
位
が
上
昇
せ
ず
、
気
が
か
り
の
中
で
の

転
勤
と
な
っ
た
。
平
成
四
年
六
月
、
奈
良

の
地
に
事
業
所
か
ら
満
水
の
新
聞
記
事
と

写
真
が
届
き
、
石
垣
島
勤
務
を
経
験
し
た

四
人
の
職
員
と
底
原
ダ
ム
の
完
成
を
喜
び

合
っ
た
。
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